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次のような Hamiltonianの支配する量子力学系の下での散乱問題を考える．

H0 = p2 − x2, H = H0 + V. (1)

ここで，p = −i∇x は運動量，x ∈ Rn は粒子の位置，V は粒子に働く相互作用ポテンシャル

である．なお，x2 = |x|2 とした．この系は，粒子が時間に関して指数関数的に遠方に飛び去
るという著しい特徴を持ち，このことはポテンシャル V の減衰がきわめて緩やかであっても

散乱の可能性を示唆している．本講演では，V の遠方での条件に応じて，波動作用素の存在

や非存在，また逆散乱問題について議論したい．本予稿では逆問題での V の仮定と，得られ

た主張について述べておく．

Assumption 1. V = V sing＋ V reg と和に分解され，V sing ∈ V sing は Rn においてコンパク

トな台を持ち，V sing ∈ Lq(Rn)をみたすものとする．ここで，

q >

 2 if n ⩽ 4

n/2 if n ⩾ 5
(2)

である．一方，V reg ∈ V reg は C1(Rn)に属し，ϵ > 0対して次の空間遠方での減衰を持つ．

|∂β
xV

reg(x)| ⩽ Cβ⟨x⟩−ϵ−|β|, |β| ⩽ 1, ⟨x⟩ = (1 + x2)1/2. (3)

以上の仮定の下，H0，Hはいずれも L2(Rn)上の自己共役作用素となり，強連続ユニタリー

群を用いて，波動作用素

W± = s-lim
t→±∞

eitHe−itH0 (4)

の存在が示される（例えばKorotyaev [2]または Bony-Carles- Häfner-Michel [1]）．そして散

乱作用素 S = S(V )は

S = (W+)∗W− (5)

によって定められる．

Theorem 1. 空間次元 n ⩾ 2とする．V1, V2 ∈ V sing + V reg のとき S(V1) = S(V2)ならば

V1 = V2 が成り立つ．

本結果は先行研究である次の Nicoleau [3]の改良となっている．
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Theorem 2. (Nicoleau [3]) 空間次元 n ⩾ 3とする．V1, V2 ∈ Ṽ reg のとき S(V1) = S(V2)

ならば V1 = V2 が成り立つ．ここで V ∈ Ṽ reg は，V ∈ C∞(Rn)で

|∂β
xV (x)| ⩽ Cβ⟨x⟩−1/2−ϵ−|β|, ϵ > 0 (6)

の減衰を持つものである．
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